












































陰陽圧測定と従前からある口唇の閉鎖匠を測定するLIP DE CUM (COSMO社,東京)と比較検討したとこ
ろ高い相関を得られたo　このことより,簡倭で,より口腔周囲筋の機能を直接反映させることの出来る装置を
開発した｡
次いで,この装置を使い各年齢での健常者における口腔内陰陽圧の分布を調べた｡健康な成人,健康な小児,
健康な高齢者を対象に,口腔内陰陽圧の測定を行った｡健康な小児の2歳から13歳まで50名(男児21名,女児
29名)を調べた｡小児は増齢と共に圧形成能が有意に増加し,陽陰圧,の双方とも強くなっていくことがわか
った｡さらに陽圧形成がうまく出来る小児は陰圧形成もうまく出来た｡また,小児の年齢が上がると陰圧形成,
及び,陽圧形成が強くなるという相関が1%水準で有意に見られた｡
健康な成人は19歳から64歳まで27名(男児21名,女児29名)を調査し年齢にかかわらず陽陰圧,双方とも増
加や減少の変化は無く,高い水準で維持されることがわかった｡陰圧と陽圧に相関はなかった｡健康な高齢者
は65歳から97歳まで91名を対象とし加齢につれて陽圧が有意に減少することがわかった｡陰圧形成については
増加や減少の変化は見られなかった｡
高齢者に関しては日常生活の活動度と口腔内陰陽圧の関連も検索した｡今回は認知症の進んでいる者は対象
から外しているが,寝たきり度,日常生活の自立度,衣服着脱,入浴等の項目別に検索したところ,食事形態
で通常食の対象者は陰圧も陽圧も生成できるが,きざみ食,もしくは,とろみ食を摂取する対象者は,陰圧か
陽圧のどちらかしか生成することが出来なかった｡同様に,寝たきり度で群別した場合もばらつきが観察され
陰圧と陽圧の生成に関しては,独立した要素が多く含まれることを示した｡
本研究で開発した口腔内陰圧陽圧測定法は,低年齢から高齢者までと,生涯を通した健康指標として口腔機
能との直接的な関連を検索する極めて有効な方法であると考えられる｡以上のことから,本論文が博士(歯学)
の授与に値するものと判断する｡
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